
 

 

令和元年９月１6日    

（通算第 3９３号）     

問い合わせ先        

長野県庁園芸畜産課   

電話 026-235-7232   

 

 
 

 令和元年９月 16日、塩尻市の畜産試験場における防疫措置が完了しました。 

現在、4か所の消毒ポイントで畜産関係車両の消毒を実施しています。 

各農場においても、以下の対策を実施してください。また、異常豚や異常イノ

シシの早期発見・通報を徹底してください。 

 
 

 

 

 
         
 

 

 

 

 
 
 
    

                                   
家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 

佐久 0267-62-4123 飯田 0265-53-0439 長野 026-226-0923 
伊那 0265-72-2782 松本 0263-47-3223 家畜防疫対策室 026-235-7232 

 

 

畜産試験場で発生した豚コレラの防疫措置が完了 

①  防護柵・防鳥ネットの設置 

 

②  車両出入口の動力噴霧器・消毒ゲートの設置 
 

③ 各豚舎専用の衣服・靴の使用を徹底 
 

④ 農場周囲・畜舎周囲に消石灰を散布 
 ・幅 2m、0.5～1kg/m2 を散布 

 

⑤ ネズミ・ハエ対策 
※専門家による指導を希望する農家に県事業で対応します 

 

家畜の異常通報は家畜保健衛生所へ、３６５日対応します。 
豚コレラに関するご相談等も、土日祝日（9：00～17：00）を含め対応します。 

 

 【豚コレラ及びアフリカ豚コレラの主な症状】 

★耳翼、下腹部、四肢等の紫斑 

★同一畜房内において一定期間（１週間程度）で以下のいずれかの症状が増加 
①４０℃以上の発熱、元気消失、食欲減退 ②便秘、下痢 ③結膜炎（目やに） 

④歩行困難、後躯麻痺、けいれん ⑤削痩、被毛粗剛、発育不良 

⑥流死産等の異常産の発生 

⑦血液凝固不全に起因した皮下出血、皮膚紅斑、天然口からの出血、血便 

★同一畜舎内において、一定期間で複数の繁殖豚又は肥育豚が突然死亡 
 （設備の故障、気温の急激な変化、火災・風水害その他原因が明らかな場合を除く） 

早急に豚コレラ侵入防止対策の強化・徹底をお願いします 

防護柵 


